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○ ここまでの操作 
（１）電卓と PC を USB ケーブルで繋ぐ。PC 側は前
面に並んだソケットの左側に繋ぐ。 
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０．はじめに 
 
 総合情報処理センターの全端末には「TI-connect」というソフトウェアがインストールさ
れています。グラフ電卓と PCを繋ぎ、このソフトウェアを使うことで、電卓-PC間のデー
タのやり取りができたり、電卓の画面をキャプチャしたり、いろいろなことができるよう
になります。「TI-connect」自体は、グラフ電卓に同梱されている CDを使えば、自宅の PC
にインストールすることも可能です。 
 ここでは、グラフ電卓「TI-89T」を用いた、総合情報処理センターの端末における
「TI-connect」の使い方について解説します。 
 
１．グラフ電卓と PCの接続 
  
まずは、総合情報処理センターの端末とグラフ電卓を接続
しましょう。グラフ電卓と電卓に同梱されていた黒い USB
ケーブルを用意します。 
 まず USBケーブルの Bコネクタ（小さい方のコネクタ）
をグラフ電卓に接続します。しっかり奥まで差し込んでくだ
さい。グラフ電卓の電源が自動的に ONになります。 
 次に A コネクタ（大きい方のコネクタ）を PC と接続し
ます。 
  
 
 
２．TI-connect の起動  
 TI-Connectを起動しましょう。起動すると以下のような windowが立ち上がります。 
 TI-Connectは、以下の 6つのソフトウェアの集合体です。 
○ ここまでの操作 
（２）TI-connectを立ち上げる。 
① TI Device Explorer 
② TI Screen Capture 
③ Backup 
④ Restore 
⑤ TI Data Editor 
⑥ TI Device Info 
最後のアイコン「Explore My TI Data」
は、TI connectをインストールした際に PC
内に作られるオリジナルフォルダ「My TI 
Data」に直接アクセスするためのものです。
TI connect を用いて作られる（または移される）ファイルは、デフォルトではすべてこの
フォルダに保存されます。 
まずは 6つのソフトウェアのうち、②の TI Screen Captureについて説明しましょう。 
 
２－１ TI Screen Capture の使い方 
  
まず TI Screen Captureのアイコンをクリックしましょう。 
 最初は下の［図１］のような window が立ち上がります。これはグラフ電卓を接続して
いるポート（接続口）を確認している画面です。USB のポートに TI-89 Titanium が接続
されていることが表示されたら、Selectをクリックください。 
 しばらくすると、下の［図 2］のような画面が表示されます。小さな windows には、現
在グラフ電卓の画面に表示されている画像が表示されます。このように画像を PCに取り込
むことを「capture（キャプチャ）」と言います。 
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○ ここまでの操作（TI Screen Captureを使うには） 
（３）TI Screen Captureのアイコンをクリック。 
（４）フロッピーアイコンを押すと、画像を保存できる。 
（５）カメラアイコンを押すと、電卓の画面をさらにキャプチャできる。 
 画面の中のアイコン列のフロッピーディスクのアイコンをクリックしてみましょう。「名
前をつけて保存」という画面が表示されます。これでグラフ電卓の画面に表示されている
画像を bmp（ビットマップ）形式や jpg（JPEG）形式で PC上に保存できるわけです。こ
れを活用すれば、実験などで得られたグラフやデータのキャプチャ画像を用いたレポート
を、作成することができます。 
 アイコン列の中のカメラのアイコンをクリッ
クすると、さらに画面をキャプチャできます。 
 終了するときは、右上の赤い×印をクリック
するか、[File]→[Exit]としてください。 
 
 
２－２ TI Data Explorer の使い方 
  
次は TI Device Explorerです。 
 TI Device Explorerは、グラフ電卓のファイル
管理を PC 側から行うためのソフトウェアです。
これを使えば、電卓と PC 間でファイルのやり取
りが簡単にできるようになります。 
まずは TI Device Exploreのアイコンをクリッ
クしましょう。新しい windowsが立ち上がり、し
ばらく「Connecting. Please wait…」というメ
ッセージが出た後、右の図のような画面になりま
す。 
ためしにmainというフォルダをクリックしてみましょう。mainフォルダの下にあるフ
ァイルが種類ごとに分類されて表示されます。この画面でファイルの移動や削除なども可
能です。 
 この画面上でドラッグ＆ドロップを行うことにより、PCとの間のファイルのやり取りが
簡単に行えます。 
 実際にファイルのやり取りをしてみましょう。 
○ ここまでの操作（TI Device Exploreの使い方） 
（６）TI Device Explorerのアイコンをクリック。 
（７）この画面でグラフ電卓のファイル管理ができる。 
（８）ドラッグ＆ドロップで、PCとの間のファイルのやり取りができる。 
○ ここまでの操作（Backupと Restoreとは） 
（９）電卓の全ファイルを PCに保存→Backup 
（10）保存してある Backupファイルを電卓に戻す→Restore 
（11）Backupファイルは中身を見ることができる。 
 
２－３ Backup と Restore について 
  
次に Backupと Restoreについて説明します。 
 先ほどの TI Device Explorerを使えば、グラフ電卓と PCの間でファイルのやり取りを
行うことができます。しかし、数個のファイルならまだしも、多くのファイルになると作
業が煩雑になります。特にグラフ電卓に入っている全ファイルの PC へのバックアップは
TI Device Explorerではとても時間がかかってしまいます。 
このグラフ電卓の全ファイルのバックアップを行うのが Backup です。このアイコンを
クリックすると、バックアップした全ファイルを保存する場所と名前を聞いてきます。そ
れぞれ指定すると、電卓内にある全ファイルを PC上にバックアップしてくれます。グラフ
アートのデータなど、大切なファイルがある場合には、一度バックアップをとっておきま
しょう。 
バックアップされた全ファイルは１つのアイコンで表示され、クリックすると、その中
身のファイル群を見ることが出来ます。 
 逆に、バックアップしたデータを再び電卓に戻すのが Restoreです。Restoreのアイコン
をクリックすると、電卓に戻すファイルを選択できます。 
 
２－４ TI Data Editor と TI Device Info について 
 
 最後に、残る２つのソフトウェアについて簡単に説明します。 
 グラフ電卓はデータを収集・解析する機能を持っています。そのデータファイルを PCか
ら編集するソフトウェアが「TI Data Editor」です。TI Data Editorのアイコンをクリック
○ ここまでの操作（TI Data Explorerと TI Device Infoとは） 
（12）電卓の数値データファイルの編集を行う→TI Data Explorer 
（13）接続された電卓の情報を表示する→TI Device Info 
すると、以下のような画面が表示されます。 
 
この windowからグラフ電卓内の数値データの編集を行ったり、PC側のデータをグラフ電
卓用に編集したりすることができます。 
 
 「TI Device Info」は現在接続されているグラフ電卓の情報を表示するソフトウェアです。
アイコンをクリックすると、以下のような画面が表示され、ここで機種だけでなく、OSの
バージョンなどの情報も確認することができます。 
 
 
 
 
３．最後に 
 
福井高専では入学時に全生徒がグラフ電卓を購入します。グラフ電卓を用いることによ
り、計算はもちろんのこと、グラフを表示したり、光センサーや距離センサーと接続して
データの収集を行ったり、そのようにして得られたデータを解析したりと、様々なことが
できるようになります。 
TI connectは、その手助けになるとても便利なソフトウェアです。 
是非うまく活用して、高専での学習に役立ててください。 
 
